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0. はじめに 
本稿はモンゴル語の移動動詞 ir-「来る」、oč- / jav-「行く」について、直示 (deixis) の観
点から考察を行うものである。まず次節で先行研究を整理し、2で調査方法を示す。3で分析
を行い 4でまとめる。なお、特に断りのない限り本稿における例文番号、グロスおよび表番
号は筆者によるものである。 
 
1. 先行研究 
モンゴル語の移動動詞を直示の観点から分析している研究は管見の限り見られない。そこ
で以下では 1.1 において佐藤 (1997) によるモンゴル語の移動動詞に関する記述を見た上で、
1.2で Fillmore (1997)、1.3 で澤田 (2010) というように英語と日本語の移動動詞について論じ
ている代表的な先行研究を取り上げ、方法論を探る。1.4 で先行研究のまとめを示す。 
 
1.1. 佐藤 (1997) 
本稿で扱うモンゴル語の移動動詞 ir-「来る」、oč-/ jav-「行く」の本来的な意味に関して
詳しく述べている研究に、佐藤 (1997) がある。 
佐藤 (1997: 59) は、「日本語の「行く」に対応する 2つの到達点指向性移動動詞 jav- と оč- 
の違いはしばしば文法書のなかで取り上げられている。これら二つの動詞の意味上の違いは、
橋本・谷 (1993: 83) が述べる通り、前者が方向性だけで到着したかどうかを示さないのに対
し、後者は到着点を表すといった点に求められる」と述べている。 
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佐藤 (1997:60-61) は到達点指向性移動動詞として ir-「来る」、oč-「行く」を挙げて、「こ
れらの動詞は到達点として与位格を取って、語義のなかに到達点を取り込むことはない」と
している。 
 
1.2. Fillmore (1997) 
Fillmore (1997) は直示に関する体系的な研究である。Fillmore (1997: 61-62, 82-84) によると、
直示は「人称直示」(person deixis)「場所直示」(place deixis) 「時間直示」(time deixis) 「談話
直示」(discourse deixis) 「社会直示」(social deixis) という 5つから成り立つという。時間直
示(time deixis) には、発話時 (encoding time) と受信時 (decoding time) という区別がある。本
研究に関係のある部分をまとめると、以下のようになる。 
 人称直示表現には話し手 (speaker)、聞き手 (addressee) と聴衆 (audience)4 という 3つの
カテゴリーがある。 
 場所直示表現の代表的な表現は副詞である here、there 及び指示詞の this、that とそれら
の複数形である。 
 時間直示表現の代表的な表現は副詞である now、todayなどである。 
 直示移動動詞は come と go、bring と take が代表的である。 
 
1.3. 澤田 (2010) 
澤田 (2010) は、直示と視点について広く論じている。澤田 (2010: 222) は「発話場面に依
存して解釈が決まる言語表現を直示表現 (deictic expressions) という」と述べている。 澤田
(2010: 230) では、Lyons (1977: 579) を参照して「直示表現では、話し手の視点が【今・ここ・
私】から移動することがある。これを直示投射 (deictic projection) という」と記述している。 
さらに直示動詞として移動動詞の come と go を取り上げ、聞き手の領域への話し手の移動
について「come 動詞」と「go 動詞」のどちらを選ぶかは言語によって異なるとしている。
例えば、英語・ドイツ語・フランス語などでは come 動詞、日本語やスペイン語・タイ語・
韓国語などでは go動詞が使用されるとしている (澤田 2010: 225-226)。 
 
1.4. 先行研究のまとめと本研究の方向性 
佐藤 (1997) は意味論的な記述であるが、jav- 「行く」と oč-「行く」の違いについて直示
の観点が考慮されていない。以下の議論では直示を重視して進めていく。 
Fillmore (1997) は直示表現の種類とそれが成り立つ要素について広く論じており、直示は
基本的に話し手と聞き手、時間、場所から成り立つとしている。つまり、直示移動動詞につ
いて考える際に、【話し手と聞き手の場所】【発話時と受信 (伝達) 時】【出発地と到着地】
【出発時と到着時】という概念を考えなければならない。 
                                                        
4 Fillmore  (1997: 62) によると聴衆 (audience) とは、話し手 (speaker) と聞き手 (addressee) のペアには含ま
れないが、場合によって会話のグループの中に参加していると見なせる者のことであるという。 
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澤田 (2010) は話し手が聞き手の領域へ移動するとき go 動詞と come 動詞のどちらが用い
られるかについて述べているが、モンゴル語がどちらのタイプに属するかも考察すべきであ
る。 
 
2. 調査方法 
澤田 (2012a: 53) によれば「行く」と「来る」は直示表現である。移動動詞であっても、
「到着する」「着く」などは話し手がどの地点にいても使えるため、直示表現ではない。本
稿では直示という観点に着目し、モンゴル語の移動動詞として ir-「来る」と jav-, oč-「行く」
を扱う。佐藤 (1997) で言及されている jav- 「行く」と oč-「行く」の違いについて、本稿
では「行く」に対応する jav- が直示動詞であるかどうか検討する必要があると考える。そ
こで【話し手と聞き手の場所】【発話時と受信 (伝達) 時】【出発地と到着地】【出発時と
到着時】といったそれぞれの条件を設定して用例を作成し、条件ごとに使用可能な動詞が何
であるか考察する。 
さらに Fillmore (1997) の条件設定を参考にし、澤田 (2010) が述べる go 動詞 come 動詞に
ついてモンゴル語でいずれが選ばれるのかを検証する。検証に際しては筆者作成の例文を用
いて、20 歳代のモンゴル語ハルハ方言の母語話者 10 名を対象に聞き取り調査を行った。 
 
3. 調査結果と考察 
ここでは、【話し手と聞き手の場所】【発話時と受信 (伝達) 時】【出発地と到着地】【出
発時と到着時】といった Fillmore (1997) の挙げる条件に基づく用例を通して分析を行う。
実際に移動を行う動作主体となるのが話し手であるとして、発話時および到着時に、話し手
と聞き手がそれぞれ到着点にいるかどうかという要素で成り立つ 8つの場面を設定する。こ
れをまとめると表 1のようになる。表中の × は条件として使用しないことを意味する (移動
する動作主体であるため、到着時には必ず到着点にいる)。 
 作例では、話し手と聞き手の対話を想定し、移動する動作主体は B である (つまり A は質
問者=聞き手で、B は実際に移動する回答者=話し手ということである)。なお、ここでの到
着点は A と B との心理的な距離とは無関係な地点であるということに注意されたい。 
 
表 1: モンゴル語のダイクシス動詞の考察条件 
 発話時 到着時 
到着点 
A 
 いる  いる 
いない いない 
B 
いる × 
いない × 
 発話時に A (聞き手) が到着点にいる／いない、発話時に B (話し手、動作主体) が到着点
にいる／いない、到着時に A が到着点にいる／いない、という条件を掛け合わせると 2×2
×2=8 で 8通りの条件を扱うこととなる。以下、この表 1 をもとにそれぞれの条件を見る。 
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条件①：両者とも、発話時・到着時いずれも到着点にいる場合 
 
表 2: 条件① 
 発話時 到着時  
到着点: C A いる いる 
B いる × 
 
A と B は発話時に到着点 C にいる。移動する B が C に着く時、A も C にいる。 
 
A:  Či                daraa  žil    {C-d          ir-ex             üü?  /  *C-d          oč-ix          uu? /  
      2SG.NOM    後         年      C-DAT    来る-P.INF    Q      /   C-DAT      行く-P.INF     Q?   / 
      *C-ø          jav-ax        uu? } 
C-IND     行く-P.INF     Q? 
「あなたは来年 { C に来る? / *C に行く / *C 行く?}」 
 
B:  Bi             daraa   žil  { C-d        ir-ne           /  *C-d        oč-no         /   *C-ø       jav-na } 
1SG.NOM   後         年     C-DAT   来る-NPST  /    C-DAT  行く-NPST /      C-IND     行く-NPST 
「私は来年 {C に来る / *C に行く / *C 行く}。」 
 
このように、条件①の場合は ir- を用いる。 
 
条件②：発話時に移動主体が到着点にいない場合 
 
表 3: 条件② 
 発話時 到着時  
到着点:C A いる いる 
B いない × 
 
発話時に A は到着点にいるが B はいない。B が移動して C に着く時にも、A は C にいる。 
 
A:  Či             daraa   žil    { C-d         ir-ex             üü?  / *C-d           oč-ix              uu?  / 
 2SG.NOM   後         年         C-DAT   来る-P.INF    Q      /   C-DAT      行く-P.INF     Q?    / 
 *C-ø         jav-ax           uu? } 
C-IND     行く-P.INF     Q? 
 「あなたは来年 {C に来る? / *C に行く? / *C 行く?}」 
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B:  Bi              daraa     žil   {  *C-d         ir-ne            /   C-d      oč-no       /  *C-ø     jav-na   } 
1SG.NOM    後         年         C-DAT      来る-NPST   /   C-DAT  行く-NPST  /     C-IND    行く-NPST 
 「私は来年 {*C に来る / C に行く / *C 行く}。」 
 
条件②の場合は B が A のもとへ移動する時に oč-が用いられている。 
 
条件③：到着時に聞き手が到着点に不在の場合 
 
表 4: 条件③ 
 発話時 到着時  
到着点:C A いる いない 
B いる × 
 
A と B は発話時に到着点にいる。しかし、A は B が C に着く時には到着点にいない。 
 
A: Či                 daraa    žil    {  C-d           ir-ex             üü?  / *C-d           oč-ix             uu ?  /  
 2SG.NOM       後          年        C-DAT     来る-P.INF    Q      /   C-DAT     行く-P.INF    Q?    /  
*C-ø           jav-ax            uu?  } 
C-IND       行く-P.INF     Q? 
 「あなたは来年 {C に来る? / *C に行く? / *C 行く?}」 
 
B: Bi                 daraa    žil   {  C-d       ir-ne            /   *C-d          oč-no          / *C-ø          jav-na    } 
1SG.NOM       後          年        C-DAT  来る-NPST  /     C-DAT    行く-NPST  /   C-IND     行く-NPST 
 「私は来年 {C に来る / *C に行く / *C 行く}。」 
 
条件③では、条件①と同様に ir-を用いる。 
 
条件④：発話時に聞き手が到着点にいない場合 
 
表 5: 条件④  
 発話時 到着時  
到着点: C A いない いる 
B いる × 
 
A は発話時には到着点にいないが、B が C に着く時にはいる。B は発話時に C にいる。 
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A:  Či       tegeed   xezee  {  C-d        ir-ex         /  *C-d       oč-ix       / *C-ø    jav-ax  }     ve? 
 2SG.NOM    そして   いつ      C-DAT  来る-P.INF  /   C-DAT  行く-P.INF  /   C-IND  行く-P.INF  Q? 
 「あなたは、それでいつ {C に来る / *C に行く / *C 行く}?」 
 
B: Bi         5 sar-d       { C-d    ir-ne        /  C-d     oč-no       /   *C-ø      jav-na   } 
1SG.NOM   5 月-DAT       C-DAT 来る-NPST   /  C-DAT  行く-NPST   /    C-IND  行く-NPST 
 「私は 5月に {C に来る / C に行く / *C 行く}。」 
 
条件④では、B が A のもとへ移動する時に ir-も oč-も用いうる。 
 
条件⑤：発話時には移動主体がおらず、到着時には聞き手がいない場合 
 
表 6: 条件⑤ 
 発話時 到着時  
到着点:C  A いる いない 
B いない × 
 
A は発話時には C にいるが、到着時にはいない。B は発話時に C にいない。 
 
A:  Či             daraa  žil  { C-d        ir-ex          üü?   /  *C-d        oč-ix            uu? / *C-ø        jav-ax      
 2SG.NOM   後    年      C-DAT  来る-P.INF   Q      /    C-DAT  行く-P.INF   Q?   /   C- IND  行く-P.INF  
 uu? }  Bi              ter     üje-d        baj-x-güj               baj-x.                Zügeer   üü? 
Q?       1SG.NOM   その   時-DAT     いる-P.INF-NEG    いる-P.INF        大丈夫   Q 
「あなたは来年 {Cに来る / *Cに行く / *C行く}? 私はその時いないかもしれない。大丈夫?」 
 
B:  Zügeer   ee.      Bi            tegsen       č          ge-sen               {*C-d      ir-ne            /  
大丈夫  EMPH   1SG.NOM  それでも EMPH    という-P.PST     C-DAT  来る-NPST      / 
C-d      oč-no            /   C-ø      jav-na  } 
C-DAT    行く-NPST   /   C-IND   行く-NPST 
「大丈夫よ。私はそれでも {*C に来る / C に行く / C 行く}。」 
 
条件⑤において B が C へ移動する時には jav-も oč-も用いられる。 
 
条件⑥：発話時に両者とも到着点に不在である場合 
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表 7: 条件⑥ 
 発話時 到着時  
到着点:C  A いない いる 
B いない × 
 
A と B は発話時には到着点 C にいない。しかし A は B が到着点に着く時にはいる。到着
点: C (二人とも発話時にはそれぞれ D と E という別のところにいる) 
 
A:  Bi             daraa  žil  { C-ø       jav-na          / *C-d         oč-no           / *C-d        ir-ne.    }    Ter    
1SG.NOM  後        年      C-IND   行く-NPST   /   C-DAT   行く-NPST   /  C- DAT 来る-NPST     その  
üje-d         či              { C-d         ir-ex             üü   / *C-d        oč-ix            uu   / 
時-DAT     2SG.NOM     C-DAT   来る-P.INF     Q      /   C-DAT   行く-P.INF   Q  ? / 
*C            jav-ax           uu?  } 
  C-IND    行く- P.INF    Q?  
「私は来年 {C に行く / *C に行く / *C に来る}。その時にあなたは {C に来る / *C に行く
/ *C 行く}?」 
 
B:  Bi                {*C-d           ir-ne            /   C-d           oč-no         / *C-ø          jav-na    } 
1SG.NOM         C-DAT     来る-NPST    /   C-DAT      行く-NPST  /  C-IND      行く-NPST 
「私は {*C に来る / C に行く / *C 行く}。」 
 
条件⑥において B が A のもとへ移動する時には oč- を用いる。 
 
条件⑦：聞き手が、発話時も到着時も到着点に不在である場合 
 
表 8: 条件⑦ 
 発話時 到着時  
到着点:C A いない いない 
B いる × 
 
A は発話時にも到着時にも到着点 C にいない。B は発話時に C にいる。到着点は C である  
(A は発話時に別の地点 D にいる)。 
 
A:  Či             D-ø        jav-aad,          xezee   {  C-d         ir-ex           /  *C-d       oč-ix            / 
2SG.NOM   D-IND    行く-C.ANT    いつ         C-DAT   来る-P.INF   /    C-DAT  行く-P.INF    /  
*C            jav-ax   }      ve? 
C-IND     行 く-P.INF    Q?  
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「あなたは D に行って、いつ {C に来る? / *C に行く? / *C 行く?}」 
 
B:  Bi            1  sar  bol-ood      { * C-d      ir-ne           /  C-d      oč-no           /    C-ø        jav-na   } 
1SG.NOM  1   月    経つ-C.ANT       C-DAT 来る-NPST   /  C-DAT 行く-NPST   /    C-IND   行く-NPST 
「私は 1ヶ月経ったら {C に来る / *C に来る / C 行く}。」 
 
条件⑦においては B が C へ移動する時に jav- と oč- が用いられている。 
 
条件⑧：両者とも発話時に到着点に不在で、質問者は到着時にも不在の場合 
 
表 9: 条件⑧ 
 発話時 到着時  
到着点:C A いない いない 
B いない × 
 
A は発話時にも到着時にも到着点 C にいない。B は発話時に C にいない。到着点: C (B は
D, A は E にいる)。 
 
A:  Či          xezee   { C-ø        jav-ax      /  *C-d      ir-ex       /  *C-d     oč-ix    }   ve? 
 2SG.NOM   いつ       C-IND   行く-P.INF   /    C-DAT  来る-P.INF     /    C-DAT  行く-P.INF    Q 
 「あなたはいつ {C 行く / *C に来る / *C に行く}?」 
 
B:  Bi         udaxgüj    {  C-ø       jav-na      /  *C-d     ir-ne       /  *C-d     oč-no.   } 
1SG.NOM   もうすぐ      C-IND  行く-NPST   /    C-DAT  来る-NPST  /    C-DAT  行く-NPST 
 「私はもうすぐ {C 行く / *C に来る / *C に行く}。」 
 
 この条件のもとでは動詞は jav- のみが用いられうる。 
 ここまで条件①～⑧において使用される動詞を見てきた。これらの調査結果は次ページの
表 10 のようにまとめられる。 
 
表 10: モンゴル語移動動詞の使用状況 
条件 使用される動詞 使用状況 
①, ③ ir- 共通点は B と A が発話時に到着点にいる 
②, ⑥ oč- B が到着点に着く到着時に A が到着点にいる 
⑤, ⑦ oč-, jav- B と A のどちらかが発話時に到着点にいる 
④ ir-, oč- B が発話時に到着点にいて、A が到着時に到着点にいる 
⑧ jav- B のみが話題になっている到着点に移動する 
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表 10 で、とくに条件④は A が直示投射 (deictic projection) を使っていることが指摘でき
る。つまり、発話時に A は到着点に存在していないが、話し手の B が到着点に到着する時
点で A も到着点にいるということを前提で発話していることが言える。 
なお、この調査に関しては筆者の判断に加え、モンゴル人の母語話者である 20 代の 10人
全員が同様の判断を認めたことをここに付記する。 
 
4. まとめ 
本稿では動詞が複合体を成さず単独で使用される ir-, jav-, oč- を中心に調査した。澤田 
(2010) では、話し手が発話時に到着点にいる聞き手のもとへ移動する時に使用される動詞に
よってその言語が come 選択型か go 選択型か判別しているが、モンゴル語の場合① (ir-)、
② (oč-)、③ (ir-)、⑤ (oč-, jav-) のように 3 つとも用いうることが可能であることが明らか
となった。 
 分析の結果は以下の表 11 の通りである。 
 
表 11: モンゴル語における、発話時に到着点にいる聞き手のもとへの移動 
条件 場面 (A は聞き手、B は実際に移動する話し手) 用いられる動詞 
① A と B は発話時に到着点におり、A は B が到着点に着く時に
もそこにいる。 
ir-「来る」 
② A は発話時に到着点におり、B はいない。A は B が到着点に着
く時にもそこにいる。 
oč-「行く」 
③ A と B は発話時に到着点にいるが、A は B が到着点に着く時
にはそこにいない。 
ir-「来る」 
⑤ A は発話時に到着点におり、B はいない。A は B が到着点に着
く時にはそこにいない。 
oč-と jav-「行く」 
 
このようにモンゴル語は、単純に come 選択型と go選択型のどちらかに分類することはで
きず、より複雑な体系を持つ言語であると見ることができる。 
 一方、本発表で扱った 8 つの条件からの日本語の「行く」に対応する oč-と jav-の違いが、
前者は到着点を重視し、後者は到着点を重視しないということから、佐藤 (1997) による指
摘を支持することになる。ただし詳細に見れば格助詞の使用に関する問題も関わってくるも
のと思われる。これについては今後の話題とする。 
最後に、ir-「来る」, oč-, jav-「行く」の使用条件の決め手をまとめると以下のようになる。 
 
 ir-: 話し手が発話時に到着点に存在していること。 
 oč-: 話し手が到着点に着く時に、聞き手がそこにいること。 
 jav-: 話し手と聞き手のどちらかが発話時に到着点に存在するか、または話し手が到
着点に着く時に、聞き手がそこに存在しないこと。 
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略号一覧 
-  morpheme boundary:  形態素境界 
1  first person : 1 人称 
2  second person: 2 人称 
3  third person: 3 人称 
ANT  anterior: 完了 
C  converb: 副動詞 
DAT  dative : 与位格 
EMPH  emphatic: 強調 
 
IND  indefinite: 不定格 
INF  infinitive: 不定形 
NEG  negative  否定 
NOM  nominative: 主格 
NPST  nonpast: 非過去 
P  participle: 分詞 
PST  past: 過去 
SG  singular :  単数 
Q  question particle:  疑問 
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